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パシフィコ横浜にて2019年2月15日から17日の
3日間にわたって第15回JCVIM学術大会が開催さ
れ，二日目より参加してきました。いくつもの演
題が同時進行で行われる大規模な学会でしたが，
当研究会の枠で行われた「咬む犬を増やさないた
めに」という３題の講演には研究会に属していな
い獣医師も多数来場して下さり会場はほぼ満席。
行動学に関心のある獣医師が増えているのか，あ
るいは咬みつきに困っている獣医師が多いのかは
わかりませんが，多くの人に聞いてもらえたのは
良かったと思います。
菊水健史先生は「攻撃性と親和性の行動科学」
のタイトルで，攻撃行動の機序，攻撃性に関わる
ホルモン，学習理論の基本など学術的な解説。奥
田順之先生は「犬はなぜ咬むのか？ 咬む犬の相
談をされたら（子犬編）」で，子犬の咬みつきに
ついて，咬まれた時に人はどういう行動をしてい
たのか，という観点から分類した図を示し，動画
で改善方法を分かりやすく示して下さいました。
山下は同じテーマの成犬編を担当。犬が人を咬
むという行動について，その動機によって三つに
大別し，さらに細かく分類して解説しました。防
御性攻撃を誘発しやすい動物病院での診療に関し
てどのように予防するべきか，という部分は一般
参加者の関心を引いたようです。

そのほか行動学関連では「家庭環境にて問題行
動治療を行った保護犬の譲渡に関する課題（吉川
綾先生）」「ストレス反応による消化器疾患を疑
った犬の症例報告（白井春佳先生）」「猫の不適
切な排泄行動に関するガイドライン（藤井仁美先
生）」「高齢動物の問題行動（水越美奈先生）」
などの講演・発表がありました。
行動学を専門としていない一般動物病院の先生
方にも，少しずつでも科学的な考え方が広まって
行っているのかなと希望が持てた大会でした。

（山下國廣）

第15回日本獣医内科学アカデミー（JCVIM）
学術大会に参加してきました

第5回日本獣医動物行動研究会総会が2019年2月15（金）午後5時より東京大学大学院農学生命科学研究科
中島薫一郎記念ホール（フードサイエンス棟）で開催されました。出席者は正会員66名委任状98提出により、正
会員256名の過半数を満たし総会成立となりました。
議題は下記の5号議案でした。
１号議案 2018年次事業報告
２号議案 2018年次決算報告
３号議案 監査報告
４号議案 2019年次事業計画（案）
５号議案 2019年次予算（案）
議案はすべて可決され、総会資料、議事録をホームページに掲載しております。会員の皆様はご一読をお願い
致します。 （内田 恵子）

総会報告

総会前に開催された卒後教育セミナーの様子
活発な議論がかわされました

総会の様子

卒後教育セミナーは動画配信を予定しています！
乞うご期待！！！

奥田順之先生の講演スライドより



オンラインセミナーのお知らせ

日本獣医動物行動研究会、第9回オンライン症例検討会の開催が決定いたしました。
日時は、 2019年 6月 22日（土） ２１：００～２３：００、 Web EX オンラインミーティングで開催します。
講師は、獣医行動診療科認定医、ファミリー動物病院、和田美帆先生です。内容は「犬の恐怖症」です。実
際にあった症例を取り上げ、その診療や治療の方法についてディスカッションをしながら進めていきます。
身体的疾患との関係性についての情報やご経験も深く、一次診療を中心に診療されている先生方にとって
も非常に勉強になること間違いなしです！お申し込み方法などの詳細は後日ご案内させていただきますの
でよろしくお願い致します。皆様のご参加、お待ちしております！

（白井 春佳）

狂犬病予防注射、フィラリア予防の季節となり忙しい時期となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。2019年

度も始まり早3ヵ月が過ぎました。例年年会費納入のお問い合わせをいただきますのでお知らせを致します。昨年
度より年会費納入のお知らせを5月末にお送りし、納入時期を6月とさせていただきました。2月総会の時にお支払
いをいただきました先生にもお知らせが届くと思いますので、その時にもしも納入が済んでいるのか分からない場
合は事務局内田までお問い合わせ下さい。
メーリングリストへの返信について・・メーリングリストにて様々なお知らせをお送りしております。個人的な返信
に 関しましては事務局にお知らせいただけますと幸いです。
事務局内田メールアドレス＜kurinchan@mac.com＞

（内田 恵子）

ニュースレター（以下NL）をお読みいただきありがとうございます。2016年3月から発行してきたNLですが、研
究会のさらなる発展を目指して！バージョンアップさせていただくこうと考えております。全国にいらっしゃる会
員の皆様がNLを介して交流できるような企画や、行動学の学びにつながるコラム記事なども掲載していこうと
考えています。これを受けて、年4回発行してきたNLですが、年3回（4月、8月、12月）の発行とさせていただき
ます。今後ともご愛読の方、よろしくお願いいたします。
新たな企画案は以下の通りです。

１．会員からの投稿記事『診療室から』大募集！
「会に所属していても、なかなか集まることもできないし、役員以外の先生方のことを知る機会がない」と
思っていらっしゃる会員も多いと思います。そこで、会員からの投稿記事掲載コーナーを始めます♪
行動学に対する思い、日頃の診療で感じたこと、診療で出会った興味深い症例の話、会員それぞれがど
んな思いで活動しているのか、診療から離れた趣味の話など、どんな内容でもOKです。気軽に投稿いた
だいて、NLを盛り上げてもらえませんか？
氏名・所属・記事タイトル・記事内容（概ね400字～1000字）を書いて、以下のメールアドレスに投稿してくだ
さい。尚、たくさんの投稿をいただいた場合は、広報委員会でどの記事を掲載させていただくか調整させて
いただきます。はじめのうちは、どなたかにお願いすることもあるかもしれませんのでよろしくお願いしま
す！

２．行動学コラム記事
行動学の学びにつながる行動学のコラム記事を、執行委員や認定医を中心に執筆し掲載していきます。
どんな内容のコラムを希望するかなど、是非ご意見いただきたいと思います。こちらのご意見は、メーリン
グリストに返信する形でご投稿ください。メーリングリストの方も盛り上げたいですしね。

会全体で、活動を盛り上げていきたいと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします！
（奥田 順之）

ニュースレターリニューアルと、
発行回数変更のお知らせ

投稿先メールアドレス：yoriyuki_okuda@tomo-iki.jp （広報委員会 奥田)

事務局からのお知らせ
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